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は じ め に

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ は ， 1974 年 に我が国で初 め て 確認
さ れて 以来， 急速 に 分布拡大 し ， 施設栽培果菜類の代表
的 な害虫 の ーっ と な っ た 。 オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の初確認
後， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， さ ら に 最近 に な っ て 近縁

の タ ノ f コ コ ナ ジ ラ ミ ， マ メ ハ モ グ リ ノ Tエ ， ミ カ ン キ イ ロ

ア ザ ミ ウ マ と 続々 と 施設栽培の重要害虫が確認 さ れた た

め ， 少 し影が薄 く な っ た よ う で， 我が国 で は 現在あ ま り

重要視 さ れて い な い 。 ま た ， 1985 年前後か ら 本種 に 特効
を示す， IGR 剤 プ プ ロ フ ェ ジ ン及 び合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤
が利用 で き る よ う に な っ た こ と も ， 本種が重要害虫 と 見
な さ れ な く な っ た 一因で あ ろ う 。 一方， 最近特 に施設園
芸害虫 を対象 と す る 天敵利用 の研究が盛 ん で あ り ， ま た
そ の実用化の気運 も 高 ま り つ つ あ る 。 そ れぞれの作物 に

対 し て ， 天敵利用 を 含む害虫防除の体系化 を 考 え る 場合，
本種の 防除 を 抜 き に は成 り 立た な い。 そ こ で本種の近年

の発生状況 と 天敵利用 を 含 む害虫防除の体系化 と い う 観
点か ら ， そ れ に役立つ防除法 に つ い て述べて み た い。

I 最近の発生状況

表ー1 は ， 1983 年か ら 1991 年 ま で各年の 5 月 に 農林水

産省植物防疫課 に 報告 さ れた ， 全国 15 県 に お け る 施設内

の本種の発生状況調査結果 を 示 し て い る 。

こ れ に よ る と ， 中 国 ・ 四 園地方 を 除 く 地域で， 1984 年
か ら 1987 年 に か け て ， 本種の発生が明 ら か に 少 な く な っ
て お り ， ち ょ う ど ププ ロ フ ェ ジ ン や合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤
が登録 さ れた 時期 と 重 な っ て い る 。 ま た ， こ の こ ろ ミ ナ
ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 防除の た め施設内の環境整備がか
な り 徹底 さ れ る よ う に な り ， オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ も 同時

に 防除 さ れ る よ う に な っ た も の と 考 え ら れ る 。
と こ ろ が 1988 年以後 は ， 本種の発生 は平年並 に 回復 し

て い る よ う に 見 受 け ら れ る 。 特 に薬剤抵抗性が出 た と い
う 話 も な い の で こ れが何 を 意味す る の か不明で あ る が，
こ の こ ろ か ら 発生 し 始め た タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ と 混同 さ れ
た 可能性 も 考 え ら れ る 。

本種の発生が報告 さ れて い る 施設栽培作物 は ， ほ と ん
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ど ト マ ト と キ ュ ウ リ であ る が イ チ ゴ， ナ ス で も 一部 の 県

で発生が確認 さ れて い る 。 発生面積 は ， 施設栽培の 面積

が反映 さ れ る こ と も あ り ， 関東の茨城， 群馬， 神奈川及

び熊本の各県が多 い 。

E 薬 剤 防 除

本種の 防除薬剤 の 大部分 は ， 有機 リ ン剤及 び合成 ピ レ

ス ロ イ ド 剤で天敵利用 と の 両立が困難であ る 。 一方， IGR

剤 ブプ ロ フ ェ ジ ン は遅効性で は あ る が， 60 日 に 及ぶ長期

の 防除効果 を 示す。 ま た 幼虫 の脱皮阻害 を 起 こ す だ け で

な く ， 成虫 の産卵数の減少， 産卵 さ れ た 卵 の ふ化率の低
下 を も た ら す (YASUI et  al . ，  1985， 1987， 1991 ) . フ。プ ロ フ

ェ ジ ン は 天敵 に 影響 の 少 な い 薬剤 と し て も 知 ら れ て お
り ， オ ラ ン ダ に お い て は ， 天敵 を利用 し た ト マ ト 害虫 の

防除体系 に組み込 ま れ る こ と が検討 さ れて い る 。 ま た ，

オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ と の 同 時利用 も 可能 で あ る 。 オ ラ ン

ダでは， 我が国 で は ま だ ト マ ト に 登録の な い IGR 剤が ト
マ ト 害 虫 の 防 除 体 系 に 組 み 込 ま れ て い る (RAMAKERS，

1991a) 。 我が国 に お い て も IGR 剤の ほ か JH 剤 も 含 め ，

天敵 に対す る 影響 を評価す る 必要 が あ ろ う 。 キ ノ キ サ リ

表 ー 1 1983�1991 年の 各年 5 月 に お け る 施設 内 オ ン シ ツ コ ナ ジ

ラ ミ 発生状況 (病害虫発生予報第 2 号の た め の調査報告 よ

り 抜枠， 農林水産省植物防疫課)

都道府県 1983 ， 84 ， 85 ， 86 ， 87 ， 88 ， 89 ， 90 ， 91 

茨城 口 ロ~ム 口~企 口 口 口 口 口

崎玉 ム ム~企 ... 企 ム ム ム 口 口

神奈川 口 口 企 • 口 口 口

静岡 口 ム A 企 企 口 口 口 口

福井 A ム 口 & • O 口 ム

愛知 口 企 企 ム ム 口 口 ロ
兵庫 口 ... 企 O O 口 口 企

和歌山 口 口 • 企 企 口 口 口

島根 O 口 口 口 口 口 O 口 ム

岡 山 O 口 口 ム ... 口 口 口

香川 口 ロ ム ム ム ム 口 口

高知 ム ム ム O 口 O O ム

福 岡 企 企 企 企 口 口 口

熊本 O 企 巴 ロ 口 O 口 口

鹿児島 • 企 ... 口�O 企 ム 口 口

一一一 20 一一

. : 多， 0 : や や 多， 口 : 並， ム : や や少， 企 : 少
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ン 系水和剤 も カ ナ ダ に お け る 試験でオ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ
に 影響が少 な い 薬剤 と し て 併用 が可能 と さ れ て い る が

(11cCLANAHAN， 1970) ， な ぜか オ ラ ン ダ に お け る 防除体系

に は組み込 ま れて い な い 。 我が国 で は ， キ ノ キ サ リ ン 系

水和剤 は薬害が問題 と さ れて い る 。

皿 天 敵 利 用

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 防除 に 実 用 化 さ れ て い る 天敵

は ， 寄生蜂 オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ と 寄生 菌 Verticillium
lecanii で あ る 。 オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ の利用 は ， 商 ヨ ー ロ

ツ パで は さ ら に 普及 し て お り ， 1990 年の施用面積 は 3200

ha で 1985 年の 3 倍近 く に ま で増加 し て い る (RAMAKERS，

1991b) 。 そ の 利 用 法 は オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 発生確認
後， 寄生蜂 の 導入 を 数回 に わ た っ て 行 う ， dribble 法 (矢

野， 1980) で あ り ， 安定 し た 防除効果が得 ら れて い る 。
し か し dribble 法 で は ， 寄生蜂 の 導 入 の 時期 を 決 め る 方
法が示 さ れて い な し 当。 高温多湿な我が 国 で は ， オ ン シ ツ
コ ナ ジ ラ ミ の 増殖が西 ヨ ー ロ ツ ノ f よ り 速や か で あ り ， 寄

生蜂の導入の タ イ ミ ン グが防除の成否 に か か わ る も の と

思わ れ る 。 事実， 我が国で行わ れた オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ

に よ る 防除試験 に お い て ， 寄生蜂 の 導入時 に 自 然発生の
オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ が株当 た り 10 頭程度 の場合， 防除は

成功 し て い な い (林， 1992 ; 岩泉， 1988) 。 や は り 寄生蜂
導入時 に は ， 事前の コ ナ ジ ラ ミ の 発生調査が必要で， 少
な く と も コ ナ ジ ラ ミ の 密度が株当 た り 5 頭程度以下でな

け れ ば成功 は期待で き な い。

Verticillium lecanii は ， 1980 年代前半 に 一度 イ ギ リ ス

で実用化 さ れた が， そ の後生産 中止 と な っ た 。 ヨ ー ロ ツ
パ各 国 で の 防除試験 の 成績 が そ れ程 よ く な か っ た こ と

じ こ の菌の効果 を 発揮 さ せ る た め の 高 い湿度条件が農
家サ イ ド で受 け 入れ ら れな か っ た た め で あ る 。 し か し ，
最近 に な っ て 製剤方法の工夫でやや低い湿度 で も 利用 で
き る よ う に な り ， 良 好 な 試 験 成 績 が 得 ら れ て い る

(RAVENSBERG et al. ，  1990) 。 我が国 で も 土着の 系統を利用

し て ， ビ ニ ルハ ウ ス 内 の ポ ッ ト 試験で コ ナ ジ ラ ミ の増殖

抑制 に 成功 し た (増田 ・ 前田 ， 1989) 。

IV 物理的 防除法及 び耕種的 防除法

物理的防除法 と し て は ， 近紫外線除去 フ ィ ル ム ， 黄色
粘着 ト ラ ッ プの利用 が あ る 。 黄色粘着 ト ラ ッ プ は 多 く の
国 で発生調査や直接防除 に 向 け て 試験が行わ れて い る が
(例 え ば GILLESPIE and QUI RING， 1987) ， そ れ程実用化 し て
い な い よ う に 思わ れ る 。 お そ ら く コ ス ト がか さ む た め で

あ ろ う 。 し か し ， 成虫 の発生の直接調査 は労力 がかか る
の で， 黄色粘着 ト ラ ッ プの利用 は オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ の

導入 (YANO， 1987) や薬剤散布時期 の 決定 に は有望 な 方
法であ る 。 ま た 天敵利用 や薬剤散布 と の併用 に 全 く 問題

が な い の も こ の 方法 の 長所 で あ る 。

近紫外線除去 フ ィ ル ム の利 用 は オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ だ

け でな く ア ブ ラ ム シ類， ア ザ ミ ウ マ 類 に 対 し侵入防止効
果が あ る と さ れ， 一時 ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 防除 に
か な り 有望視 さ れた 。 こ の 方法 を 天敵 を利 用 し た 総合防
除の体系 に組み込 む に は ， 天敵へ の影響 を 評価す る 必要

が あ る 。
耕種的妨除法 と し て は ， 施設内 外の 除草， 窓， 入 口 の

遮へ い な ど比較的容易 に 実行で き る 方法か ら ， お と り 植

物の利用， 輪作 な ど作付体系 に 関連す る も の ま でい ろ い
ろ あ る (矢野， 1990) 。 オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ だ け で な く あ

ら ゆ る 施設害虫 の 発生抑制 に つ な が る 基幹 的 方 法 で あ
り ， 他の 防除手段 と の併用 も 容易 であ る 。 そ れか ら 外国

で研究が活発 な耐虫性品種の利用 に も ， も う 少 し 目 を 向
け て も よ い の で は な い か と 思 わ れ る 。

V 防除手法の体系化

防除手法の体系 化 は ， 作物別 に 行わ れ な け れ ば な ら な
い。 例 と し て ， 表-2 に イ ギ リ ス に お け る 1991 年現在の ト

マ ト の 害虫防除体系 を 示 し た (DAY， 1991 ) 。 主要害虫 は オ
ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ と ナ ス ハ モ グ リ パエ で あ り ， 他の マ イ
ナ ー な害虫 も 含 め 天敵， ま た は天敵 に 影響 の 少 な い 選択
性殺虫剤の組み合わせ と な っ て い る 。 オ ラ ン ダで は こ れ

以外 に マ メ ハ モ グ リ パエ が加わ る が， ナ ス ハ モ グ リ パエ

と 同様の や り 方で防除可能 で あ る 。 そ れ に 加 え ， ヨ ー ロ

ツ パで は ト マ ト の 受粉 に マ ルハ ナ パ チ が利 用 さ れて い る

表 - 2 イ ギ リ ス に お け る ト マ ト の筈虫防除体系

害 虫

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ

ナ ミ ハ ダニ

天 敵 殺虫剤

オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ | ニ コ チ ン剤
チ | 殺虫性石 ケ ン水
チ リ カ プ リ ダニ | 酸化 フ ェ ン プ タ

ス ズ剤，
テ ト ラ ジ ホ ン

モ モ ア カ ア プ ラ ム シ | 食蛾 タ マ パ エ | ピ リ ミ カ ー ブ
チ ュ ー リ ッ プ ヒ ゲ ナ ガ I Aρhidoletes I heptenophos 

ア ブ ラ ム シ aphidimyza 

ナ ス ハ モ グ リ パエ | 寄生賂 I heptenophos 

ネ ギ ア ザ ミ ウ マ

Dacnusa sibirica 

Ðig，砂h附 lsaea

捕食性 ダニ
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ I Amblyseius 

cucumens 

ヤ ガ類 BT 剤

Thripstick 

Thripstick 

ジ ブ ル ペ ン ズ ロ ン

一一一 21 一一一
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こ と が， こ の体系 の 実用 化 に 有利 な条件 と な っ て い る 。
現在問題 に な っ て い る の は ， ト マ ト に も 発生 し 始め た タ
バ コ コ ナ ジ ラ ミ に オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ の有効性が い ま 一
つ な の と ， ア ザ ミ ウ マ が発生 し た 場合 に 利用 で き る 選択
性殺虫剤がな い こ と で あ る 。 後者 に対 し て は ヒ メ ハ ナ カ
メ ム シ の利用 が有望視 さ れて い る 。

我が国で も ， 天敵 を利用 し た 防除体系 の実用 化が最 も
期待で き る 作物 の 一つ は ト マ ト であ ろ う が， や は り タ バ
コ コ ナ ジ ラ ミ と マ メ ハ モ グ リ パエ の 防除が問題 と な る 。
前者 に つ い て は オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ と ププ ロ フ ェ ジ ン の
併用 ， 後者 に つ い て は寄生蜂の実用化が期待 さ れ る 。 日
本 に お い て も ， マ ルハ ナ パ チ に よ る 授粉 は ト マ ト の果実
の 高品質化 を も た ら し 好評 を 得て い る こ と か ら ， 是非 と
も 天敵利用 に よ る 防除の体系化 を 成功 さ せ た い も の で あ
る 。
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0各種学会大会開催のお知 ら せ

食 日 本農薬学会第 18 回大会

期 日 : 平成 5 年 3 月 27 日 (土) �29 日 ( 月 )

日 程 : 3 月 27 日 (土) : 総会， 授賞式， 受賞者講演， 特

別講演， 懇親会
28 日 : 一般講演
29 日 : 一般講演， コ ロ キ ウ ム

会 場 : 総会， 授賞式， 受賞者講演， 特別講演 : 東京農
工大学農学部講堂

懇親会 : 東京農工大学福利厚生 セ ン タ ー

一般講演， コ ロ キ ウ ム 東京農工大農学部講堂
連絡先 : 干 183 府中市幸町 3-5-8

東京農工大学農学部生物制御化学研究室内

日 本農薬学会第 四 回大会組織委員会
TEL 0423-34-6890 (安部 浩) ， 6891 (安藤 哲，

夏 目 雅裕)
FAX 0423-60-8830 

公平成5年度 日 本植物病理学会大会

期 日 : 平成 5 年 4 月 3 日 (土) �5 ( 月 )
日 程 : 4 月 3 日 (土) : 総会， 一般講演， 懇親会

4 日 ( 日 ) : 一般講演
5 日 ( 月 ) : 一般講演

会 場 : 大会会場 : 近畿大学農学部
懇親会会場 : 奈良 県新公会堂

連絡先 : 干 631 奈良市 中 町 3327-204
近畿大学農学部植物病理学研究室内

日 本植物病理学会大会事務局
TEL 0742-43-1511  (内線 3115， 3114)  

女第 53 回 日 本昆虫学会 ・ 第 37 回 日 本応用 動物昆虫学会

合同大会

期 日 : 平成 5 年 4 月 3 日 (土) �6 日 (火)

日 程 : 4 月 3 日 (土) : 応動昆総会 と 学会賞受賞式， 受賞
者記念講演， 一般講演， 懇親会

4 日 ( 月 ) : 一般講演， 昆虫学会総会， 公開講

演会， 小集会
5 日 ( 月 ) : 一般講演， ポ ス タ ー ・ ビ デオ 発表，

小集会
6 日 (火) : 一般講演， 小集会

会 場 : 松本市旭 3-1-1 信州大学教養部 ・ 理学部
連絡先 : 干 399-45 長野県上伊那郡南箕輪村 8304

信州大学農学部応用 昆 虫研究室 内
昆虫 ・ 応動昆合同大会事務局
TEL 0265-72-5255 (内線 325)
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